
川崎造船所の新聞広告

１ 880（明治13）年、政府が各地の官営工場を民間
に払い下げる方針を発表すると、その翌年には

官営兵庫造船所の払い下げが公示された。それを知っ
た正蔵はすぐさま願書を提出したが、この時の政府の
目的が国庫資金の回収であったことから、適当な資力
を持つ対象者を選定できずに、払い下げは一旦中止と
なった。1886（明治19）年、正蔵は再び自身の経験と実
績、そして造船に懸ける熱意を願書にしたためて提出
した。今回は実績が求められているとはいえ、願書提出
者には旧幕府の有力者も
あり、正蔵のような町人
は不利な立場であった。

願書提出から2か月、
これまでの実績が認めら
れ、正蔵への官営兵庫造
船所の貸し下げが内定し
た。内定通知書を受け
取った正蔵はその場で涙
にむせび、周囲へ感謝の
言葉を表したという。正
蔵の造船業に対する熱意

しかし、市場が十分に成熟していない造船業で東西
に分かれて経営を行い、十分な利益を生むことはまさ
に至難の業で、正蔵はすぐに資金繰りに行き詰まり、
利息の支払いに追われるようになった。その上、1881

（明治14）年からわずか5年の間に所有船3隻が海難事
故に遭い、船や積荷を失って莫大な損害を受けた。さ
らには、1885（明治18）年には3月に三男を、そして6
月には次男を立て続けに亡くした。長男を幼年期に亡
くしていた正蔵の精神的ショックは大きく、それが原
因で体調を崩した際には引退の文字が頭を過った。
しかし、道半ばで身を引くことが正しい選択だとは
思えなかった。失意の正蔵を再び立ち上がらせたの
は、長年追いかけてきた船への想いであった。

正蔵は、造船が国家的事業として相応の利益を生
むようになるまでの間、多様な事業展開で持ちこた
えようと、事業の多角化に乗り出した。正蔵は造船の
他に10もの事業を経営しており、それらの企業の上
に本店を置くことで公債、地所、家屋などを管理、ま
た全事業を統括した。いわばコンツェルンの初歩的
形態のような形を取ることで、これらの事業から得
た利益で造船業の欠損を埋め、将来への推進力とし
たのだった。

や、国家社会のためという確固とした信念、不退転の
決意、優れた見識、誠実な人柄、それらを評価する
人々の尽力や力添えがあって掴んだ内定だった。

官営兵庫造船所は川崎兵庫造船所よりも敷地が広
く、機械設備も新式であり、何よりも正蔵がまだ手掛
けたことのない鉄船をつくることができた。内定通
知後、すぐに東京と神戸の工場の主要機能をここに
集約し、「川崎造船所」として新たに出発した。これま
で木造船しかつくったことのなかった正蔵は、より
スケールの大きい優秀な設備を手にして、造船への
気概を一層燃え上がらせた。

川崎造船所発足から7年後の1894（明治27）年8月、
日清戦争が勃発し、長らく低迷していたわが国

の造船業はにわかに活気づいた。川崎造船所も船舶の
修理を中心に注文が殺到し、繁忙を極めた。個人経営の
限界を感じた正蔵は、会社の将来の発展のために株式
会社への改組を決意し、同時に自らの引退も決心した。
この頃には造船、ボイラ以外にも、各種機械類、鉄橋、
タンクなども手掛けており、従業員は1,800人を超える
大規模企業になっていた。現場を去った正蔵は新社長
の懇請により顧問に就任したが、よほどのことでない
限り経営に口を出すことはなかった。

明治という一つの時代が終わり、新時代に突入した
1912（大正元）年、正蔵は造船所の見える自宅で、その
生涯に静かに幕を閉じた。最後まで船のことを考えた
人生だった。

生前、正蔵はよく「大厦（大きな建築物）の材は一丘
の木にあらず」という格言を口にした。事業は一人の
力では成し得ない。多くの人の力が結集されてこそ成
し得る―。度々人に助けられてきた正蔵が大切にした
精神であった。

人や貨物を安全に運ぶことに尽力した一人の男の信
念は次の世代へと引き継がれながら、海のみならず、陸、
空、深海、宇宙にまでそのフィールドを広げ、「世界の
人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する"Global 
Kawasaki"」を使命に、総合エンジニアリングメーカー
として、世界中の人々の暮らしを支え続けている。

世界の人々の豊かな暮らしのために

川崎造船所として新たに出発

た　い　か

芥川賞作家 宮本輝の自伝的大河小説
戦後の日本社会の荒波を描いた、和製 「レ・ミゼラブル」

『流転の海 全九部』

［概要］
　著者の宮本輝は 1947 年、兵庫県神戸市にて生まれる。追
手門学院大学文学部卒業後、広告代理店勤務の傍ら、執筆
活動を始める。1977年に「泥の河」で太宰治賞を、翌年に「螢
川」で芥川賞を受賞する。日本を代表する小説家で、現在も
旺盛な執筆活動を行っている。
　本書は、自らの父をモデルにした松坂熊吾とその家族の波
乱万丈の人生を、戦後の時代を背景に描く自伝的大河小説で
ある。登場人物 1,200 名を超える壮大な人間ドラマから見え
る「人間の幸福と命」について考えさせられる作品となって
いる。

　17歳のとき、書店でたまたま見つけた「流転
の海」の背文字。まさか完結まで、30年以上も
要するとは思いもしませんでした。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　物語の舞台は終戦直後から昭和42年までの日
本。主人公松坂熊吾の50歳から71歳までの人生が
描かれています。松坂熊吾は作者の父親がモデル。
主人公の荒ぶる魂の遍歴、それが周りに及ぼす幸
福や切実が見事に昇華された宮本輝の大傑作で
す。この作品には、読めば私たち一人一人の人生観
を醸成してくれる何か不思議な力があります。親子、
夫婦、男女、その他決して良いことだけではない縁
ある人 と々の関わりを通して、読者である私たちは、
何らかの深い気づきを得ます。私はいま50歳。ちょう

：この本をお薦めしたい理由についてQ 2 　失望や希望、挫折や高揚、裏切りや情愛、あらゆ
る要素が含まれているこの小説は、経営者にこそ読
んでいただきたい一冊です。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3
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兵庫県神戸市兵庫区駅前通 2-2-6
5 千万円
35 名（2019 年 4 月現在）
工場施設の設置工事、
工場施設のメンテナンス
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ど物語が始まった主人公と同年齢です。私もまた、こ
のような濃密な人生をいまから生きていくのだと思
うとワクワクいたします。

● 今月のご紹介者
吉岡興業 株式会社　代表取締役 氏吉岡　洋明
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